
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 働く目的や仕事を通して夢の実現に向かうことの意義を考え、勤労観・職業

観を育むとともに、将来設計と学びへの動機付けを行うことを目的として、5

月23日（木）１年生全員を対象に実施しました。講師としてグローバル・コミ

ュニケーション（ＧＣ）コースには伊丹市会議員の櫻井周先生、普通科・商業

科には、芦屋大学経営教育学部教授 今岡重男先生に来ていただきました。講

演内容は、職業に就いた経緯、仕事内容とその業界について、高校生として何

をすべきか（社会の厳しさ、求められる人間像等）などについてでした。今岡

先生の、正社員とフリーターの賃金格差や、

就職選考で企業はどのような点を評価する

のかといった、企業での体験に基づいたお話に、生徒たちは興味深く耳を傾け

ていました。櫻井先生は、国際協力銀行での海外勤務で体験したことを交えな

がら、フィリピンやインドネシアなど、東南アジア諸国を中心に、政治・経済

の現状を分かりやすくお話しいただきました。そして英語の勉強法についての

お話は、特にＧＣコースの生徒にとって参考になる内容で、「早速“音読”に取

り組みたい」との感想が多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

６月３日（月）～７日（金）の１週間、伊丹市立西中学校の
女子生徒２名が、図書室でトライやる・ウイークを体験しまし
た。市高でのトライやる・ウイークの受け入れは、初めて。本
好きで、イラストの上手な、元気な２人がやってきました。新
刊図書・雑誌等の受け入れ、古い図書の廃棄、昼休みのカウン
ター等の日常業務のほかに、翌週が文化祭であったため、ポス
ター作りなどの準備も行ってくれました。２人はやる気満々で、
毎日真剣かつていねいに楽しそうに作業に取り組んでくれまし
た。昼休みには、市高生とも和やかに交流できたのではないかと思います。２人は、「図書室の裏側を
見られ、しんどい仕事もあったけど、楽しい１週間でした。ありがとうございました。」という、メッ
セージカードをくれました。この体験をぜひ、今後の学校生活に生かしてもらいたいです。 

 

 

 

 

 

６月１４、１５日の２日間、第６６回文化祭が開催されました。２日目の途中から

雨が降り始めましたが、悪天候にも負けず最後まで盛り上がりました。今年の門は電

子レンジ。「門」という概念を覆すような発想力で、文化祭に来てくださった皆さんを

楽しく迎えてくれました。展示は各クラス・クラブの持ち味がよく出ていました。当

日に向けて一致団結して作られた展示はどれも素

晴らしいものでした。ステージ発表も文化祭を彩

ってくれました。クラス発表はダンスを取り入れ

たものが多く、キレのある動きで楽しませてくれました。クラブ発表は日頃の

練習の成果が存分に発揮されていたと思います。非常に完成度の高いものばか

りでした。非常に暑い中での開催となった文化祭でしたが、テーマ通り笑顔の

花が咲き乱れ、絆がより一層深まった２日間となりました。 
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６月３日（月）の５・６限目、２年生の「ことば文化」選択の生徒を対象に、追手門学

院大学の永吉 雅夫教授を講師としてお招きしての特別授業が行われました。授業は、宮本

輝著の小説『彗星物語』を題材に進められました。『彗星物語』は 1989 年連載開始の小説

で、これまでに数回テレビドラマ化もされています。そのような小説を教材とした授業を

受けることができ、生徒たちは、「小説についての深い読み方を知ることができた。」と喜

んでいました。 

 

６月１８日（月）・２４日（火）の２日間にわたって、２年生の「ことば文化」選択生徒と、３

年生の理系選択生徒、１組の文系選択生徒、４・７組の生徒を対象とした特別授業が行われまし

た。講師にはボイストレーナーの池本 みよ子先生をお呼びし、３年生は自己 PR のポイントを、

２年生は詩の朗読方法を学びました。池本先生はジェスチャーを使いながら、体全体でたくさん

のことを教えて下さり、生徒たちもそれに答えるように大きな声を出して発表していました。 

 

５月２７日兵庫県公館において、兵庫ニュ

ーメディア推進協議会で、地域における情報

化推進等について特に顕著な功績があった

個人・団体に贈られる「兵庫県地域情報化功労表彰」を受賞しました。本校では、

若者たちが将来、社会の中心として活動する自信・力をつけるために、「伊丹育ち

合い（共育）プロジェクト」を 11 年間継続して実施しています。このプロジェク

トは、「総合的な学習の時間」や「情報」の授業を活用して、生徒が、地域の商店

街や住民の方々と連携したイベントを企画・運営する活動をしており、今回はこ

の ICT を活用した生徒の情報社会に適応する力（社会人基礎力）を育成する実践

的取り組みが評価されました。 

 

 

  

 なぎなた部は兵庫県予選を突破し、以下の３種目で、佐賀県嬉野市で行われるインタ

ーハイ出場を決めました。団体戦は４年連続、個人戦を含めると毎年全国大会出場を果

たしています。市高の代表、また兵庫県の代表として自信をもって臨める大会にしたい

と思います。応援宜しくお願いいたします。 

 ≪出場選手≫ 団体 …… 津本 友圭里、椋野 葵衣、江崎 咲良、加藤 里菜、久保田 葵、高橋 由佳子 

        演技 …… 江崎 咲良・椋野 葵衣 組、 津本 友圭里・加藤 里菜 組 

        個人 …… 椋野 葵衣 

 

自転車競技部５月２６日に京都府南丹市美山町にて行われた、第５０

回近畿高等学校自転車競技大会・ロードの部に、以下の２年生の生徒

が出場しました。平野 凌兵、磯貝 悠介、青山 雄大、恵良 和希、神

田 泰輔、木田 唯斗、古賀 裕貴、坪田 真治 

 ６月１４日～１６日に京都向日町競輪場で行われた、第５０回近畿

高等学校自転車競技大会・トラックレースの部に、以下の生徒が出場

しました。≪１km タイムトライアル≫ 木田 唯斗 ≪チームスプリ

ント≫ 平野 凌兵、青山 雄大、古賀 裕貴 ≪３km インディビデュ

アルパーシュート≫ 青山 雄大 

レスリング部 平成２５年度 第４９回近畿高等学校レスリング選

手権大会に出場しました。６月２０日～２３日に栗東市民体育館で行

われ、以下の生徒が参加しました。≪学校対抗戦≫ 加藤 優樹（50kg

級）、児島 大輝（55kg 級）、弓削 仁（60kg 級）、西野 智貴（66kg 級）、

芝 知樹（84kg 級）≪個人対抗戦≫加藤 優樹（50kg 級）、児島 大輝

（55kg 級）、芝 知樹（84kg 級） 

体 操 部 平成２５年度 近畿高等学校体操競技選手権大会に出

場しました。６月１５日・１６日に姫路中央体育館で行われ、以下の

生徒が参加しました。雪山 有梨（２年）、村主 果穂（２年） 

 

 

 

 

  1（土）～2（日）3 年マーク模試 

 3（月）ことば文化科特別授業 

  5（水）文化祭 HR 

 8（土）～9（日）ステージリハーサル 

 9（日）日商簿記検定 

 10（月）～12（水）文化祭準備（午後） 

 13（木）文化祭準備（全日） 

 14（金）～15（土）文化祭 

 16（日）全商珠算電卓検定 

 17（月）代休 

 18（火）ことば文化科特別授業 

 19（水）全学年人権授業 

 23（日）全商簿記検定 

 24（月）ことば文化科特別授業 

 25（火）学校別進路説明会、就職説明会(3 年) 

 26（水）全学年人権授業 

 29（土）～30（日）3 年記述模試 


